
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
度
よ
り
文
部
省
は
本
校
の
大
規
模
な

関

連

事

項

帝
国
図
書
館
敷
地
・
建
物
移
管

明
治
四
十
一
年
三
月
、
隣
接
す
る
帝
国
図
書
館
敷
地
の
う
ち
本
校
敷
地
に
喰

込
ん
で
い
た
部
分
三
七

0
0坪
と
建
物
三
棟
（
煉
瓦
造
り
一
二
階
建
倉
瓶
、
木
造
二
階

建
閲
覧
室
、
煉
瓦
造
り
二
階
建
倉
庫
）
が
本
校
所
管
に
移
さ
れ
た
。
建
物
の
方
は

既
に
同
三
十
九
年
五
月
に
本
校
が
帝
国
図
書
館
よ
り
借
用
し
、
文
庫
と
し
て
使

①
 

始
め
の
式
を
行
ふ
。
式
は
御
影
奉
拝
に
始
ま
り
、

勅
語
並
に
昨
年
十
一
月

に
下
し
賜
ひ
た
る
詔
勅
を
捧
讀
し
、
次
で
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
、

詔
勅
の
旨
を
鉢
し
て
、
職
員
生
徒
は
勤
倹
自
ら
持
し
、
自
張
已
ま
ざ
る
の
覺
悟

を
以
て
此
新
年
を
迎
へ

、
奮
勘
努
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
旨
、
告
辟
を
述
べ
ら

れ
、

雨
陛
下
の
萬
歳
を
一
―
―
唱
し
て
式
を
終
り
た
り
。

〇
職
員
の
送
迎
會
本
校
職
員
一
同
は
、
曹
服
十
二
月
十
九
日
を
以
て
、

荒
木

〔
寛
畝
〕
、
下
村
〔
観
山
〕
、
辻
村
〔
延
太
郎
〕
の
三
数
授
及
藤
本
〔
万
作
〕
隅

託
敦
員
の
先
般
引
退
せ
ら
れ
た
る
と
、
古
宇
田

〔
実
〕
休
職
教
授
の
退
螢
せ
ら

れ
た
る
と
に
依
り
、
そ
の
送
迎
會
を
催
し
兼
て
忘
年
會
を
開
き
た
り
、
場
所
は

公
園
内
常
盤
華
壇
に
し
て
、
會
す
る
も
の
五
十
名
許
り
な
り
し
と
い
ふ
。

0
本
校

一
覧
の
配
付
本
校
一
覧
は
奮
冬
そ
れ
ぞ
れ
配
付
の
都
合
な
り
し
も
、

印
刷
問
に
合
は
ず
、
此
程
に
至
り
て
漸
く
出
来
せ
し
を
以
て
、
例
に
依
り
て
本

月
下
旬
に
は
卒
業
生
一
般
に
配
付
せ
ら
る
べ
し
。

〇
職
員
の
義
捐
先
般
伊
太
利
に
於
け
る
震
災
の
惨
朕
救
助
に
充
つ
る
た
め
、

本
校
職
員
諸
氏
は
相
謀
り
、
金
賦
拾
五
圃
を
醜
金
し
て
救
演
金
の
中
に
納
付
し

た
り
と
い
ふ
。

新
館
〔
下
村
観
山
、
鶴
田
機
水
指
導
の
新
館
教
室
〕
の
作
品
は
、
窯
生
、
臨

②
 

改
築
計
画
に
着
手
し
て
お
り
、
こ
れ
と
の
関
連
で
敷
地
の
移
管
が
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

成
績
品
展
覧
会

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
九
日
、
即
ち
卒
業
式
の
翌
日
よ
り
四
月
三
日
ま
で

校
内
で
成
績
品
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
一
般
公
開
は
明
治
三
十
五
年
以
来
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
展
示
物
は
日
本
画
科
生
徒
の
乎
常
成
績
（
写
生
、
臨
画
、
新
案
）
と

卒
業
製
作
お
よ
び
四
教
授
の
作
品
、
西
洋
画
科
の
三
、
四
年
生
の
平
常
成
績

（
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
静
物
画
）
と
一

、
二
年
生
の
平
常
成
績
（
木
炭
画
、
静
物
画
）
、
卒

業
期
制
作
（
随
意
題
）
、
卒
業
制
作
（
自
画
像
）
、
彫
刻
科
、
図
案
科
、
金
工
科
、

鋳
造
科
の
平
常
成
績
と
卒
業
制
作
お
よ
び
参
考
品
、
図
画
師
範
科
の
図
画
、
手

工
作
品
（
木
炭
画
、
鉛
筆
画
、
毛
筆
画
、
粘
土
細
工
、
造
花
）
お
よ
び
「
教
育
的
作

品」
、
参
考
品
（
旧
教
官
作
品
、
明
治
二
十
六
年
S
同
四
十
年
彫
刻
科
卒
業
制
作
、
現
職

彫
刻
教
官
作
品
、
本
校
所
蔵
古
美
術
品
、
住
友
家
依
隅
大
阪
図
書
館
青
銅
額
）
等
：
々
で

こ
れ
ら
が
本
館
、
新
館
、
文
庫
閲
覧
室
お
よ
び
書
庫
に
陳
列
さ
れ
た
。
成
績
品

の
出
品
は
六
百
四
十
五
点
で
、
そ
の
う
ち
の
三
十
七
点
が
売
約
と
な
り
、
ま
た
、

各
科
の
即
売
所
（
絵
葉
書
、
風
呂
敷
、
手
拭
、
ハ
ン
カ
チ
、
石
脅
品
、
装
飾
兼
実
用
品
）

で
は
絵
葉
書
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
総
入
場
者
数
は
一
万
三
千
四
百
四
十
四

人
。
一
日
平
均
二
千
二
百
三
十
五
人
の
入
場
が
あ
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
で
特
に
一
般
の
関
心
を
惹
い
た
の
は
日
本
画
科
と
設
置
後
六
ケ

月
た
っ
た
図
画
師
範
科
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
第
六
巻
第
八
号
所
載
「
我
校
の
成
績
展
覧
会
」
中
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
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